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10 水銀濃度の測定（施行規則第 16 条の 19） 

 

(1) 水銀の濃度の測定 

 施設区分 測定回数 

1 排出ガス量が 4万 Nm3/時以上の施設 4 か月を超えない作業期間ごとに 1回以上 

2 排出ガス量が 4万 Nm3/時未満の施設 6 か月を超えない作業期間ごとに 1回以上 

3 専ら銅、鉛又は亜鉛の硫化鉱を原料とする乾燥炉 年 1 回以上 

4 専ら廃鉛蓄電池又は廃はんだを原料とする溶解炉 年 1 回以上 

 

(2) 測定対象・方式 

○全水銀（ガス状水銀及び粒子状水銀）を対象として、バッチ測定で行う。 

ただし、粒子状水銀については、一定の条件を満たせば、ガス状水銀の濃度をもって全水銀の濃

度とみなすことができる。  

 

(3) 測定方法 

   環境大臣が定める測定法（ 平成 28年 9月 26 日 環境省告示第 94 号） 

  ・ガス状水銀 JIS K0222「排ガス中の水銀分析方法」に準拠 

  ・粒子状水銀 JIS K8808「排ガス中のダスト濃度の測定方法」に準拠し、1000L 以上採取 

 

(4) 測定記録の保存（施行規則第 16 条の 19第 5 号） 

   記録表（様式第 7の 2）又は計量証明書で 3 年間保存する。 

 

(5) 定期測定の結果が排出基準を超えた場合 

水銀排出施設の稼動条件を一定に保った上で、速やかに計 3回以上の再測定（試料の再採取を含

む。）を実施し、初回の測定結果を含めた計４回以上の測定結果のうち、最大値及び最小値を除く全て

の測定結果の平均値により評価する。 

なお、初回の測定結果が排出基準の値の 1.5 倍を超過していた場合は、初回測定結果が得られた後

から 30 日以内に、それ以外の場合は 60日以内に実施し結果を得る必要がある。 
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様式第７の２（第 16 条の 19関係） 

 

水銀濃度測定記録表 

 

 

 水銀排出施設の種類及び工場又は事業場における施設番号 

測定者の氏名 

測定箇所 

 

 

 

測定単位 

 

測定値 

 

測定年月日及び時刻 

（開始時刻～終了時刻） 

備 考 

 

全 水 銀 (µg/㎥)    

ガ

ス

状

水

銀 

Cs (µg/㎥)    

C (µg/㎥)    

酸素濃度 (%)    

粒

子

状

水

銀 

Cs (µg/㎥)    

C (µg/㎥)    

酸素濃度 (%)    

備考 １ 全水銀並びにガス状水銀及び粒子状水銀の Cs 及び Cについては、温度が零度であつて圧力

が 1 気圧の状態における排出ガス 1立方メートル中の量に換算したものとする。 

２ Csの欄には別表第3の3に掲げるCsとして表示された数値を、Cの欄には別表第3の3の備考

に掲げる式により算出された数値を記載すること。 

３ ガス状水銀とは排ガス中に気体として存在する水銀及びその化合物の総称であり、粒子状

水銀とは排ガス中のダストに含まれる水銀及びその化合物の総称である。ガス状水銀及び粒

子状水銀の濃度を測定し、合計した値を全水銀の欄に記載すること。 

４ 酸素濃度の欄には、測定を行った時の排出ガスの酸素の濃度を記載すること。 

５ ガス状水銀及び粒子状水銀の試料採取は、可能な限り同じ開始時間とすること。 

 

  


